嶺南地域エコ園芸推進協議会　規約
（目的）

第１条　ＣＯ２削減効果の高い高効率ヒートポンプ空調を活用した大規模園芸農業（以下「エコ園芸」という。）の普及ならびに技術の収集および研究を進め、嶺南地域をエコ園芸の拠点地域とするとともに、エコ園芸を活用し、観光振興や産業の創出・育成につなげるため、嶺南地域エコ園芸推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。
（構成）

第２条　協議会は、福井県、嶺南地域の市町、ＪＡおよび電力事業者ならびにエコ園芸の研究に関係する大学および試験研究機関に所属する者を会員として構成する。
（会長および副会長）
第３条　協議会に、会長および副会長を置く。

２　会長および副会長は、会員の互選とする。

３　会長は、協議会を代表し、協議会の業務を総理する。

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあるときはその職務を代行する。

（開催）

第４条　協議会の開催は、会長が会員を招集して行う。

（協議事項）

第５条　協議会は、協議会の目的を達成するため、次に掲げる事項について協議する。

（１）エコ園芸の普及に関する事項
（２）エコ園芸の技術の収集および研究に関する事項
（３）その他協議会の目的を達成するために必要な事項
（準会員）

第６条　エコ園芸に関係し協議会の趣旨に賛同する企業および団体を、協議会の準会員とすることができる。
２　準会員の資格その他必要な事項については、会長が別に定める。

（ワーキングチーム）

第７条　協議会に、第５条の各号に掲げる具体的な内容を協議するため、ワーキングチームを置くことができる。
２　ワーキングチームは、会員および準会員の実務担当者で構成する。
３　ワーキングチームの運営に関して必要な事項については、会長が定める。
　　
（会員等の責務）

第８条　会員および準会員は、協議会の開催により知り得た未公開の情報等を他に漏らしてはならない。
（オブザーバー）

第９条　会長が必要あると認めたときは、オブザーバーとして、委員以外の者の出席を求めることができる。
（事務局）
第１０条　協議会の事務は、福井県農林水産部園芸畜産課および関西電力株式会社地域共生本部エネルギー研究開発拠点化プロジェクトチームが行う。
（その他）
第１１条　この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別に定める。
　　附　則

　
１　この規約は、平成２４年２月２２日から施行する。
２　協議会設立当初の会員は、別紙のとおりとする。












